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学
療
法
士
と
い
う
職
業
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
が
高
校
最
後

の
大
会
に
出
場
出
来
ず
、

精
神
的
に
も
身
体
的
に
も

落
ち
込
ん
で
い
た
私
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
理

学
療
法
士
の
先
生
で
し
た
。 

そ
の
先
生
の
よ
う
に
私
も

病
気
や
怪
我
を
し
た
人
達

を
支
え
た
い
と
思
い
、
現

在
勉
強
し
て
い
ま
す
。
医

　

私
は
今
、
理
学
療
法
士

の
専
門
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
私
が
理
学
療
法
士

の
道
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
高
校
の

時
に
怪
我
を
し
て
入
院
し
、

理
学
療
法
を
受
け
た
こ
と

か
ら
で
し
た
。
そ
こ
で
理

療
系
の
分
野
と
い
う
こ
と

も
あ
り
専
門
的
な
勉
強
に

苦
戦
す
る
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
が
、
夢
に
向
か
っ

て
一
歩
一
歩
確
実
に
前
進

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
年
は
試
験
、
実
習
、

就
職
活
動
と
忙
し
く
大
変

な
１
年
に
な
り
ま
す
が
、

壁
を
乗
り
越
え
成
長
で
き

る
１
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
20
歳
と
な
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た

家
族
、
友
人
、
多
く
の
人

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す

間
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
人

の
方
々
と
も
関
わ
る
機
会

が
増
え
、
私
の
世
界
は
と

て
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
通
じ
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
自
身
の
成
長
も
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
楽

し
く
て
、
ま
す
ま
す
い
ろ

い
ろ
な
出
会
い
を
し
て
み

た
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

出
会
う
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
「
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

　

私
が
最
近
、
強
く
感
じ

る
こ
と
は
、「
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
い
ま
私
は
、
大

学
生
に
な
っ
て
、
講
義
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ

ー
ク
ル
な
ど
を
通
じ
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
仲

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
せ

っ
か
く
親
が
与
え
て
く
れ

た
大
学
生
と
い
う
時
間
を

無
駄
に
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
求

め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経

験
を
積
み
、
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
多
く
の
出
会
い
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
、
経
験
、
そ
し

て
成
長
」
こ
れ
が
私
の
大

事
に
し
て
い
き
た
い
テ
ー

マ
で
す
。
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月
見
町
の
新
公
民
館
が
完
成
し
、

昨
年
11
月
１
日
、
業
者
と
近
隣
町

会
を
招
い
て
竣
工
式
と
祝
賀
会
を

開
催
し
た
。
町
会
の
祝
賀
会
は
11

月
16
日
（
日
）
75
人
ず
つ
２
部
制

で
「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
で

盛
り
上
が
っ
た
。
新
公
民
館
は
全

て
の
備
品
が
新
し
く
な
り
、
玄
関

に
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
募

集
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
「
和

と
絆
の
街
」
を
表
現
し
て
輝
い
て

い
る
。
大
中
会
議
室
は
以
前
の
公

民
館
と
同
面
積
だ
が
、
ス
テ
ー
ジ

を
６
分
割
し
て
収
納
可
能
に
し
た

の
で
、
総
会
時
等
１
０
０
名
以
上

の
収
容
が
容
易
で
、
小
会
議
室
は

７
〜
８
名
の
会
議
用
で
和
室
調
。

　

全
て
の
会
議
室
は
天
板
折
り
た

た
み
式
の
最
新
型
テ
ー
ブ
ル
と
肘

付
軽
量
積
み
重
ね
式
の
椅
子
と
し

た
。
ま
た
、
西
の
バ
ス
停
、
東
の

ゴ
ミ
回
収
、
ふ
れ
あ
い
市
場
用
に

配
慮
し
た
奥
行
一
間
の
庇

ひ
さ
し

が
利
便

性
を
考
え
た
設
計
だ
と
、
皆
さ
ん

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

最
初
の
来
客
は
11
月
25
日
茅
野

市
玉
川
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
皆
さ
ん
で
、『
サ
ロ
ン
月
見
草
』

の
視
察
だ
っ
た
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で
歓
迎
し
た
。
ふ
れ
あ

い
市
場
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
に
、
新
し

い
上
映
設
備
と
音
響
機
器
が
大
い

に
役
立
っ
た
。

　

茅
野
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
中

で
、
町
会
の
次
代
を
担
う
若
い
人

た
ち
の
関
心
の
薄
さ
が
共
通
の
悩

み
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
し

い
公
民
館
を
利
用
し
て
映
画
鑑
賞

会
や
料
理
講
習
会
等
、
若
い
人
た

ち
に
期
待
し
な
が
ら
、
高
齢
化
率

44
％
の
月
見
町
で
す
が
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新公民館の南西からの外観
総面積57.8㎡  総工費3,800万

マグロの解体ショー

月見町町会
町会長　仁科　尚偉

和と絆の街に
新公民館が完成



日
に
、
こ
の
鎌

田
地
区
の
第
二

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
松

本
市
文
書
館
が

新
築
移
転
、
開

館
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
で

は
、
平
成
６
年

11
月
に
開
館
し
た
長
野
県
立
歴
史
館
が
文

書
館
機
能
を
有
し
、
市
町
村
で
は
松
本
市

文
書
館
の
開
館
以
降
、
平
成
19
年
11
月
に

長
野
市
公
文
書
館
、
25
年
４
月
に
小
布

施
町
文
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
的
に
み
る
と
、
１
７
１
８

の
市
町
村
の
う
ち
、
文
書
館
は
35
館
だ

け
で
す
（
平
成
26
年
10
月
現
在
）。

　

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
の
収

集
及
び
保
存
を
し
、
広
く
一
般
の
利
用

に
供
す
る
た
め
の
文
書
館
が
お
こ
な
っ

て
い
る
事
業
は
、
①
文
書
の
収
集
・
整

理
・
保
存
、
②
文
書
の
閲
覧
・
複
写
、

③
文
書
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
④
文

書
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
の
普
及
・

啓
発
、
⑤
資
料
集
等
の
編
さ
ん
・
刊
行

で
す
。

　

所
蔵
し
て
い
る
文
書
は
、
寄
贈
・
寄
託

さ
れ
た
地
域
文
書
約
５
万
点
、
旧
町
村
の

行
政
文
書
約
８
万
点
、
複
製
資
料
約
８
万

点
、
書
籍
１
万
冊
で
す
。

　

文
書
館
講
座
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
お

り
、ま
た
、地
域
の
資
料
を
検
索
・
閲
覧
で

き
ま
す
。
文
書
館
に
来
館
い
た
だ
き
、
鎌

田
の
地
か
ら
、
地
域
の
歴
史
を
み
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

（
中
山
地
区
在
住
）
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た
村
で
、
松
本
藩
の
筑
摩
郡
庄
内
組
15

か
村
の
一
村
で
し
た
。
安
政
２
年（
１
８
５

５
）の「
安
曇
・
筑
摩
両
郡
村
々
明
細
書
上

帳
」と
い
う
文
書
に
よ
れ
ば
、
鎌
田
村
は
、

家
数
15
軒
・
人
数
75
人
（
男
37
・
女
38
）

で
し
た
（
庄
内
組
合
計
で
は
７
０
６
軒
、

４
４
１
０
人
）。

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
後
に
、

松
本
県
を
経
て
筑
摩
県
に
所
属

し
ま
す
。
こ
の
筑
摩
県
の
す
す

め
た
大
合
併
に
よ
り
、
明
治
８

年
に
、
鎌
田
・
庄
内
・
埋
橋
・

三
才
・
中
林
・
小
島
・
征
矢
野

の
７
か
村
が
合
併
し
て
筑
摩
村

に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
４
月
に
は
、
国
の

す
す
め
た
大
合
併
に
よ
っ
て
、鎌

田
・
征
矢
野
と
小
島
村
の
う
ち
田

川
西
の
地
域
、出
川
町
・
並
柳
・
笹

部
・
高
宮
・
両
島
が
合
併
し
て
松

本
村
が
成
立
し
ま
す
。
そ
し
て
大
正
14
年

２
月
に
松
本
村
は
松
本
市
に
合
併
し
ま
す
。

　

文
書
館
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
た
松
本
市
史
編

さ
ん
事
業
が
完
了
し

た
後
、
平
成
10
年

10
月
１
日
に
、
和
田

地
区
に
開
館
し
ま
し

た
。
16
年
を
経
過

し
た
、
昨
年
９
月
24

文
書長施集③書啓

正
4
年

松本市文書館
特別専門員
小松 芳郎

　

１
９
６
５
年
松
本
駅
前
に
あ
っ
た
喫

茶
「
山
雅
」
で
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
産
声

を
あ
げ
、
40
年
と
い
う
永
い
月
日
を
経

て
Ｊ
リ
ー
グ
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ

ー
ト
致
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

当
初
か
ら
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ポ
ン
サ
ー
さ

ん
や
山
雅
を
取
り
巻
く
山
雅
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
造
っ
て
き
た
松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
。
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
時
に
は
神
が
か
っ
た

運
も
見
方
に
つ
け
２
０
１
１
年
念

願
だ
っ
た
Ｊ
２
に
昇
格
、
そ
し
て

２
０
１
５
年
、
ク
ラ
ブ
創
設
か
ら

50
周
年
の
節
目
の
年
に
日
本
サ

ッ
カ
ー
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
あ

た
る
Ｊ
１
に
参
戦
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
の
夢
と
感
動
へ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、
地

域
の
皆
様
に
愛
し
て
頂
け
る
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
参
り
、
一
つ
の

節
目
と
し
て
Ｊ
１
昇
格
が
で
き
た
こ
と
を

心
よ
り
嬉
し
く
思
う
と
共
に
、
よ
り
一
層

の
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
Ｊ
１
で
の
シ
ー
ズ
ン

は
非
常
に
厳
し
い
戦
い
を

強
い
ら
れ
る
事
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
常
に
挑
戦
者

の
姿
勢
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
諦

め
な
い
姿
勢
を
貫
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

我
々
は
Ｊ
１
昇
格
を
機
に
ク
ラ
ブ
の
成

長
に
向
け
て
三
つ
の
お
約
束
を
致
し
ま
す
。

①
地
域
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
育
成
組
織

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
②
よ
り
安
全
で

快
適
な
ス
タ
ジ
ア
ム
を
創
造
し
シ
ア
タ
ー
・

オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
（
夢
の
劇
場
）
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

③
健
全
経
営
に
徹
し
地
域
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
Ｊ
１
昇
格
が
ま

さ
に
山
雅
夢
物
語
の
始
ま
り
で
あ
り
、

大
き
な
変
化
、
そ
し
て
進
化
の
時
を

迎
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
研
修
の
際
、
現
地
で
サ
ポ

ー
タ
ー
に
言
わ
れ
た
言
葉
が
今
で
も

心
に
響
い
て
い
ま
す
。「
俺
た
ち
の
ク

ラ
ブ
は
ド
イ
ツ
で
一
番
素
晴
ら
し
い

ク
ラ
ブ
だ
」「
少
な
い
予
算
規
模
な
の

に
よ
く
こ
こ
ま
で
成
長
し
た
」「
ク
ラ

ブ
の
成
功

は
我
々
市

民
の
誇
り

だ
」
そ
の
時

の
感
動
を
忘

れ
る
こ
と
な

く
、
我
々
の

街
で
も
こ
の

よ
う
な
言
葉

が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
に

努
力
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
鎌
田
町
会
）

（株） 松本山雅
代表取締役社長
大月　弘士
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閲 覧 室

　

鎌
田
村

は
、
江
戸

時
代
か
ら

明
治
８
年

ま
で
あ
っ

発
足

だ

最終戦後のグリーンシャワー

文書館で地域の
歴史を調べてみよう

未来への夢と感動へチャレンジ！ 
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